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1) K. Marx， Z悶 K悶 'tikder politischeηο'k"，ωmz"e， 1859. 桜本俊郎祝『経済学批判』国民
文車， 1966午， 13へ β。以下 r経済学批判』と時記す否。






















































5) 佐藤金三郎， r睦済学批判』体系と『資末論..11， I睦酔学雑誌」第31巷第5，6号j および，同民
，1費本論』と宇野経済学」昭和43年，参照。
6) 1揮済学祉判Jl13へ-:/，
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22) 徳永氏，前掲稿. r社会政策学の基本問題J105へー ジ。
23) 中野雄策， r賢本論Jの具体化をめく'るいくつかの論点(ll]. r山口経済学雑誌」第四巻第2
号参照。
24) 和田重司. r資本論」における賃労働分析. r大阪経大論集」第69号。
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28) マルクス『資本論』⑥， 818ペ ジ。





























31)経済学批半l要綱』高木訳， IT， 195-197へ ジ。




















































































39) 小JI 畳，労働経済論町方法， r経済論叢」第101巻第2号
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4J) マルクス『資本論』①， 327ベー ジa
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体位になるのであ否。J W，経済学批判要綱.!lI. 200ベー γ。




























労働経済論への方法的試論 (141) 67 
ない。さきにみた賃労働論の諸領域も，このようなものとして設定されている
のだ。
これを解明するには，生産・労働過程の実存形態を， (主回)jIJ生産職場，②組
別生産職場，①大量生産職場等の「職場類型」とその発展系列として再整理し，
その展開構造主I~握しておくことが必要不可欠である明。 この諸職場類型の把
握は~資本論』にとって未来に属する現代資本主義の生産的基礎〈大量生産職
場〕をも含めて， 現実的資本蓄積様式からの抽象であり，一面では，メカニぜ
一、ンョ Yの原理にもとずく論理的展開であると同時に歴史具体的なるものへの
ト向的接近でもあるといえよう。
現実的資本主義の運動=現実的資本蓄積をささえる諸職場類型の重層的発展
を前提としてこそ，(!:労働力需給の質量的構造，①労働市場における三重の競
争の現実的形態，①賃金諸形態，④労使関係の現実的争点，⑤労働組合の自己
変革の契機，なども歴史具体性に即して解明することができるであろう'" ま
た，この視点こそが資本主義の段階的発展とそれに照応、する賃労働の特殊段階
的規定を，現実的資本蓄積様式の深部から照射することを可能にするのである。
賃労働論の諸対象領域は，このような視角から，各領域における抽象から具
体への展開，各領域相互間における螺線的深化として構想されねばならないの
である。 (1970. 10.7成稿〕
46) こり点については，小稿，工場内賃金構造の形成とその論理(1)，I経済論議」第93巻第3号参伊W
47) 小稿，労1責関係史研究の方法について. r社会政策学会年報」第16集所収，を量参照されたい。
